
 

『新学期がスタートしました』      校長  福田 裕志 

新学期がスタートし、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきま              

した。希望に満ちた新学期の始まりを迎えられたことを、大変 

うれしく思います。 

そして児童・生徒の皆さん、進級・入学おめでとうございます。 

この４月に 90 名の新入生を迎え、全校児童・生徒数は 310 名となりました。 

一人一人がそれぞれの目標を胸に、新たな一歩を踏み出したことでしょう。 

さて、保土ケ谷支援学校は、今年度、開校からちょうど 50 年目を迎えました。この節目を 

子どもたちと楽しく祝うことができたらと考え、検討委員の皆さんに協力していただき、イベ

ントや記念品など、様々な企画を準備しているところです。本校は昭和 51 年の開校当時より 

子どもたちの「自立と社会参加」を目指してきました。この考えは今も変わらず、今年度も 

「児童生徒の主体的な行動を大切にし、協働的な学びと個別最適な学びの中で自立と社会参加 

の基礎となる力を育てる」ことを柱に、子どもたちがどの活動にも 

安心して取り組み、力いっぱい頑張れるよう教育活動の充実に努めて 

まいります。 

また、今年度は通学支援の充実、プレハブ校舎の新築など、学校に 

おいて新たに計画していることがあります。保護者・地域の皆様の御 

理解と御協力をいただきながら進めていきたいと思いますので、これ 

からもよろしくお願いします。 

 

『５０年の節目から次の時代へ』     副校長 中葉 哲郎 

４月に着任して２か月あまりがたちました。その間にもたくさんの保土ケ谷支援学校の魅力を見つ

けることができました。その中でもやはり人の熱が印象的です。元気な子どもたち、熱心な保護者のみ

なさま、あたたかい地域の方々、そして一生懸命な教職員。これからももっともっとたくさんの魅力が

見つかりそうです。そんな方々のご支援と努力の積み重ねがあり、本校は５０周年という大きな節目

を迎えることができました。 

 ５０周年を記念する催しは着々と進行中です。いろいろな方にご協力をいただきながら、準備が整

いましたらみなさまにお知らせし、一緒に祝っていただけると幸いです。歴史をひもとくのは、次の時

代に進む気持ちを高めることでもあります。学校と同い年の私としても、学校のために子どもたちの

ために力を尽くしてまいります。今後とも、みなさまのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 
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 『すばらしい教育環境で共に学ぶ』    教頭 河本 大祐 

４月に神奈川県教育委員会教職員人事課から着任いたしました、教頭の河本大祐（こうもとだいす

け）です。この保土ケ谷支援学校で教育に携わることができることを心より嬉しく思っております。 

校内を歩いていると、中庭を走り抜けるリスを見かけました。保土ケ谷支援学校は本当に自然が豊

かですね。お話を伺ったところ、夏には湧き水のエリアで美しいホタルが舞っている様子を見ること

ができるとのことです。校内に様々な生き物が生息していることは、私たちの教育環境の素晴らしさ

を物語っています。 

保土ケ谷支援学校は、児童・生徒一人ひとりの成長と発展を大切にし、個々のニーズに合わせた支援

を提供することを使命としております。私は、この豊かな自然に囲まれた学び舎で、教職員や保護者、

関係機関の皆様と共に、子どもたちが笑顔で安心して学び、成長できる環境を築いていくことを心か

ら願っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

『「変化すること」への挑戦！』      教頭 杉山 美奈子 

新任教頭で着任して、２年目となりました。引き続き、子ども達が安心・安全で元気に学校生活を送

れるように、教職員一同努めてまいります。 

 さて、今年度は 50 周年記念の行事等以外にも、自力通学支援マイクロバスの運行やプレハブ校舎の

新築等、変化が多い１年になります。マイクロバスは５月末から試走を開始しましたが、乗車する生徒

にとっては、これまでの登校方法を「変える」という挑戦も始まったのだな…と思います。 

 学校生活の中でも、日々「変化」があります。その変化を受け止めることへの得意さや苦手さは、一

人ひとり違うと思います。子ども達が変化に対応できるように、学校では授業での提示や言葉等での

コミュニケーション等、様々な場面で丁寧に分かりやすく伝えていくことが大切だと考えています。 

「分かる」ことによって変化を柔軟に受け止め、子ども達が個々のペースで成長していけるように、教

育活動を充実させてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

  《保土ケ谷支援学校の２０２５》 

          今年度、保土ケ谷支援学校は創立５０周年を迎えます。       

 創立５０周年をお祝いするために生まれたキャラクターは『ほどごん』です。 

 「ほどがや」の『ほど』と「ごんたざか」の『ごん』を組み合わせた名前です。 

          その姿は学校周辺で見かける「りす」と「怪獣（背中は富士山）」が合体したも

ので、駅伝のタスキをかけています。 

《ホームページもご覧ください！》 

   学校ホームページでは、日々の学習活動を紹介した「ほどようアルバム」や毎月の行事予定、 

給食献立表等、様々な情報を発信しております。ぜひ、遊びに来てください。 

URL：https://www.pen-kanagawa.ed.jp/ hodogaya-sh/ 
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